
１
一
は
じ
め
に

　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
発
想
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
に
端
を
発
す
る
。
そ
の
後
も
、
自
動
車

交
通
に
伴
う
大
気
汚
染
や
交
通
渋
滞
の
解
消
、
都
市

を
襲
う
自
然
災
害
に
対
す
る
危
機
管
理
手
段
、
一
極

集
中
の
緩
和
な
ど
、
ま
さ
に
都
市
的
社
会
が
様
々
な

問
題
を
乗
り
越
え
る
た
め
の
手
だ
て
の
一
つ
と
し
て

注
目
さ
れ
て
き
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
都
市
を
救
う
だ
け
で
は
な
い
。

新
た
な
雇
用
の
創
出
や
効
率
的
な
組
織
運
営
の
視
点
、

そ
し
て
、
仕
事
と
生
活
の
調
和
を
願
う
個
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
視
点
か
ら
も
そ
の
有
用
性
に
気
づ
き
、

取
り
入
れ
る
個
人
や
企
業
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

　
情
報
社
会
の
扉
が
開
か
れ
た
現
在
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
・
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
化
す
る
社
会
経
済
環
境
の
中

で
活
力
を
維
持
し
つ
つ
、
巨
大
化
・
装
置
化
が
進
ん

だ
都
市
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す
人
々

の
リ
ズ
ム
を
人
間
の
ス
ケ
ー
ル
に
近
づ
け
、
成
熟
社

会
へ
の
道
を
踏
み
し
め
て
い
こ
う
と
す
る
と
き
、
テ

レ
ワ
ー
ク
は
こ
れ
ま
で
の
社
会
・
組
織
・
個
人
の
あ

り
方
を
見
直
す
ツ
ー
ル
と
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
。

２
一
テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

方
に
注
目
が
集
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
ら
は
、
テ
レ

ワ
ー
ク
、
在
宅
ワ
ー
ク
、
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
ス
モ
ー
ル
オ

フ
ィ
ス
・
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
）
な
ど
と
呼
ば
れ
て
い

る
が
、
未
だ
明
確
な
概
念
規
定
は
な
く
、
そ
れ
ら
の

言
葉
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
異
な
る

の
が
実
状
で
あ
る
。
整
理
を
試
み
る
と
次
の
よ
う
に

な
る
。

①
―
狭
義
の
テ
レ
ワ
ー
ク

　
社
団
法
人
日
本
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
協
会
は
、

テ
レ
ワ
ー
ク
を
「
情
報
通
信
手
段
を
活
用
し
た
働
く

場
所
と
時
間
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔
軟
な
勤
務
形
態
」

と
定
義
づ
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、
雇
用
型
の
テ
レ
ワ
ー

ク
を
主
眼
と
す
る
、
我
が
国
で
最
も
オ
ー
ソ
ラ
イ
ズ

さ
れ
た
定
義
と
い
え
ぶ
。

　
こ
こ
で
い
う
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
「
テ
レ
コ
ミ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
と
も
い
わ
れ
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

や
リ
ゾ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の
「
分
散
型
オ
フ
ィ
ス

勤
務
」
、
自
宅
を
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
と
見
な
し
て
行

う
「
在
宅
勤
務
」
、
携
帯
型
情
報
通
信
機
器
を
活
用

し
た
「
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
。
毎

日
行
う
「
完
全
テ
レ
ワ
ー
ク
」
、
週
一
、
二
回
あ
る

い
は
月
二
、
三
回
な
ど
定
期
、
不
定
期
に
行
う
「
部

分
テ
シ
ワ
ー
ク
」
に
分
け
て
捉
え
る
場
合
も
あ
る
。

②
」
広
義
の
テ
レ
ワ
ー
ク

　
テ
レ
ワ
ー
ク
を
よ
り
広
く
捉
え
る
場
合
も
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
雇
用
型
以
外
の
在
宅
ワ
ー
ク
（
請
負
型

在
宅
就
労
）
や
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
（
欧
州
で
は
S
M
E
s
＝
ス

モ
ー
ル
＆
マ
イ
ク
ロ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
、
ア
メ
リ

カ
で
は
Ｍ
Ｂ
＝
マ
イ
ク
ロ
ビ
ジ
ネ
ス
と
も
呼
ば
れ
る

小
規
模
事
業
体
や
フ
リ
ー
ラ
ン
サ
ー
）
も
「
独
立
型

テ
レ
ワ
ー
ク
」
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク
に
含
め
る
捉
え

方
で
あ
る
。
欧
州
で
は
、
こ
の
広
義
の
概
念
が
主
流

と
な
り
、
一
九
九
七
年
頃
に
は
既
に
Ｓ
Ｍ
Ｅ
。
や
フ

リ
ー
ラ
ン
サ
ー
も
含
め
た
捉
え
方
が
定
着
し
て
い
る
。

　
広
義
の
テ
レ
ワ
ー
ク
を
空
間
利
用
の
特
性
か
ら
み

る
と
、
次
の
よ
う
な
分
類
も
で
き
よ
う
。

・
職
住
同
一
型
（
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
＝
在
宅
ビ
ジ
ネ

ス
、
在
宅
勤
務
、
在
宅
ワ
ー
ク
等
）

・
職
住
近
接
型
（
施
設
利
用
型
＝
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ

ィ
ス
勤
務
や
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
利
用
、
独
立
オ

フ
ィ
ス
経
営
型
等
）

・
場
所
不
定
型
（
移
動
型
＝
企
業
の
モ
バ
イ
ル
ワ
ー

カ
ー
、
独
立
性
の
高
い
電
子
遊
牧
民
＝
ノ
ー
マ
デ
ィ

ッ
ク
ワ
ー
カ
ー
等
）

　
将
来
的
に
は
、
在
宅
勤
務
や
施
設
利
用
型
な
ど
の

定
点
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
は
古
典
と
な
り
、
移
動
型
や
、

様
々
な
ス
タ
イ
ル
を
複
合
的
に
組
み
合
わ
せ
た
「
混

合
型
テ
レ
ワ
ー
ク
」
が
主
流
と
な
っ
て
い
く
と
い
っ

た
見
方
も
で
て
き
て
い
る
。
「
ど
こ
で
も
で
き
る
」

可
能
性
が
ま
す
ま
す
追
求
さ
れ
、
「
仕
事
は
場
所
が

は
じ
め
に

テ
レ
ワ
ー
ク
と
は

世
界
的
視
野
か
ら
見
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の

潮
流

テ
レ
ワ
ー
ク
の
成
立
条
件

テ
レ
ワ
ー
ク
は
都
市
生
活
を
救
う
か
？

　
（
注
１
）

一
九
九
五
年
に
発
足
し
た
市
民
型
シ
ン
ク
タ

代
表
:
堀
越
　
久
代

会
員
:
約
七
十
人
（
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
に
関

心
の
あ
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加
可
能
。
）

活
動
内
容
:

調
査
・
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
実
施

・
月
例
研
究
会
の
開
催
（
月
一
回
横
浜
を
中

　
心
）

・
会
報
誌
「
う
い
ん
ど
う
」
の
発
行
（
発
売

　
数
約
百
）

・
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
同
胞
メ
ー
ル

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

　
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
s
e
a
p
l
e
.
i
c
c
.
n
e
.
i
p
/
t
e
l
e
-

w
o
r
k
/
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⑤堀
越
久
代 テ
レ
ワ
ー
ク
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
生
活

５　４　　３　２　１

近
年
、
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
た
新
し
い
働
き



す
る
の
で
は
な
く
、
人
が
す
る
」
と
い
う
方
向
が
強

ま
り
つ
つ
あ
る
と
も
い
え
る
。

　
な
お
、
在
宅
ワ
ー
ク
研
究
会
（
注
１
）
で
は
、
在

宅
ワ
ー
ク
を
「
他
の
事
業
所
と
の
業
務
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
上
に
成
立
す
る
よ
う
な
性
格
を
備
え
つ
つ
も
、

主
に
自
宅
を
拠
点
と
し
て
行
う
タ
イ
プ
の
働
き
方
」

と
定
義
づ
け
た
。
こ
こ
で
い
う
広
義
の
テ
レ
ワ
ー
ク

の
う
ち
「
職
住
同
一
型
」
と
同
義
の
概
念
で
あ
る
。

③
―
情
報
社
会
で
は
「
当
た
り
前
の
働
き
方
」

　
現
在
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
、
通
信
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
り
、
従
来
オ
フ
ィ
ス
で
行

わ
れ
て
い
た
様
々
な
業
務
を
、
自
宅
な
ど
オ
フ
ィ
ス

以
外
の
場
所
で
も
遂
行
で
き
る
よ
う
な
条
件
を
誰
も

が
手
に
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
に
こ
の
可
能
性
を
導
入
す
る
の

は
当
然
の
流
れ
と
も
言
え
、
分
散
型
オ
フ
ィ
ス
や
在

宅
勤
務
、
在
宅
ビ
ジ
ネ
ス
と
い
っ
た
「
意
識
的
な
」

テ
レ
ワ
ー
ク
以
外
に
も
、
成
果
主
義
や
自
己
裁
量
的

な
働
き
方
に
基
づ
く
自
主
的
な
自
宅
作
業
や
モ
バ
イ

ル
ワ
ー
ク
、
現
場
の
裁
量
に
よ
る
外
部
と
の
業
務
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
な
ど
「
無
意
識
の
」
テ
レ
ワ
ー
ク

の
拡
大
が
み
ら
れ
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
情
報
社
会
に

お
け
る
「
当
た
り
前
の
働
き
方
」
と
も
い
え
る
。
欧

州
で
は
、
Ｅ
Ｕ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
り
テ
レ
ワ
ー

ク
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
が
進
み
、
一
九
九
八
年

に
は
個
人
・
企
業
・
地
方
行
政
な
ど
が
テ
レ
ワ
ー
ク

を
実
施
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
確

立
さ
れ
た
（
W
I
S
EF
O
R
U
M
)
。
そ
こ
で
は
テ
レ
ワ
ー

ク
に
か
わ
っ
て
"
W
o
r
ka
n
dE
m
p
l
o
y
m
e
n
t

i
nt
h
e

I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

S
o
c
i
e
t
y
"
(
情
報
社
会
に
お
け
る

仕
事
と
雇
用
）
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い
る
。
テ

レ
ワ
ー
ク
先
進
国
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
固
有
の
ワ
ー

-

ク
ス
タ
イ
ル
と
い
う
よ
り
、
誰
も
が
何
ら
か
の
形
で

取
り
入
れ
る
で
あ
ろ
う
「
情
報
社
会
に
お
け
る
雇
用

と
仕
事
」
そ
の
も
の
で
あ
る
と
み
ら
れ
始
め
て
い
る

の
で
あ
る
。

Ｑ
Ｕ

世
界
的
視
野
か
ら
み
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の

潮
流

①
―
起
源
は
都
市
経
営
の
視
点
か
ら

　
テ
レ
ワ
ー
ク
の
概
念
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
危
機
を
背
景
に
、
マ
イ
カ
ー
通
勤
が
盛
ん
だ

っ
た
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
州
南
部
に
位
置
す
る
ア
メ
リ
カ
第
二
の
都
市

で
、
市
域
、
人
口
約
三
百
四
十
五
万
人
と
、
横
浜
市

と
概
ね
同
規
模
で
あ
る
。
同
市
及
び
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
は
、
最
先
端
の
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
国
で
あ
る
ア

メ
リ
カ
で
も
最
も
先
駆
的
な
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
地
域

と
い
え
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
、
大
気
汚
染
や
交
通

渋
滞
と
い
っ
た
都
市
問
題
の
解
決
手
段
と
し
て
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
き
た
経
緯
が
特
徴
的
で
あ
る
。
。

　
大
気
汚
染
に
つ
い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
連
邦
政
府
も

削
減
計
画
を
作
成
し
て
い
る
が
、
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
気
保
全
局
は
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
大
都
市
圏
及
び

周
辺
地
域
の
環
境
負
荷
を
抑
制
す
る
た
め
、
従
業
員

百
人
以
上
の
事
業
所
を
対
象
に
自
動
車
通
勤
の
削
減

を
義
稗
づ
け
る
中
で
在
宅
勤
務
の
促
進
を
図
っ
て
き

た
。
ま
た
、
一
九
八
四
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
期
間
中
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
市
が
交
通

混
雑
を
抑
制
す
る
た
め
に
通
勤
日
を
減
ら
す
こ
と
を

推
奨
し
、
多
く
の
企
業
や
市
民
が
在
宅
勤
務
を
実
践

し
た
こ
と
は
、
世
界
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
に
イ
ン
パ

ク
ト
を
与
え
た
。

特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
③
新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

　
更
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
都
市
の
危
機
管
理
の
視

点
か
ら
も
有
効
性
を
発
揮
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一

九
八
九
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
、
一
九
九
四

年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
の
際
に

は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
構
築
さ
れ
た
分
散
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
シ
ス
テ
ム
が
、
い
ち
早
く
業
務
を
再

開
し
た
り
家
族
の
生
活
を
守
っ
た
り
す
る
の
に
役
立
っ

た
の
で
あ
る
。
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
以
後
、
官
民
が

共
同
し
て
「
南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
テ
レ
コ
ミ
ュ
ー
テ
ィ

ン
グ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
と
い
う
チ
ー
ム
を
結
成

し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
普
及
の
た
め
の
広
報
、
ノ
ウ
ハ
ウ

提
供
、
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行
う
体
制
を
確
立

し
て
い
る
。

　
日
本
に
お
け
る
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
流
れ
も
大
都

市
問
題
と
密
接
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
の
初
め
、

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
振
興
の
波
に
乗
り
、
国
や
大
企
業

に
よ
っ
て
着
手
さ
れ
た
先
端
的
な
オ
フ
ィ
ス
分
散
の

試
み
は
、
大
都
市
へ
の
一
極
集
中
の
是
正
、
通
勤
混

雑
の
緩
和
な
ど
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
流
れ

は
現
在
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
横
浜
市
に
立
地
す

る
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
群
（
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー

利
用
な
ど
）
は
、
そ
の
代
表
的
な
事
例
と
言
わ
れ
て

い
る
。

②
―
新
し
い
就
業
機
会
と
し
て
の
期
待
の
高
ま
り

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
八
〇
年
代
、
パ
ソ
コ
ン
の

低
価
格
化
と
普
及
、
女
性
の
職
場
進
出
の
急
増
に
よ

り
テ
レ
ワ
ー
ク
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
や

が
て
経
済
停
滞
が
深
刻
化
す
る
に
伴
い
、
政
府
も
雇

用
機
会
を
拡
大
す
る
方
策
と
し
て
着
目
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
一
九
九
〇
年
代
に
入
る
と
、
企
業
の

リ
ス
ト
ラ
、
ダ
ウ
ン
サ
イ
ジ
ン
グ
な
ど
経
営
側
の
事

情
も
促
進
要
因
と
な
っ
た
。

（
注
２
）

一
九
九
八
年
九
月
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
リ
ス
ボ

ン
で
開
催
さ
れ
た
「
欧
州
テ
レ
ワ
ー
ク
会
準

9
8
」
で
の
報
告
よ
り

　
（
注
３
）

　
一
九
九
八
年
九
月
～
十
月
に
参
加
し
た
「
欧

州
テ
レ
ワ
ー
ク
事
情
視
察
」
で
訪
れ
た
ド
イ

ツ
国
立
情
報
処
理
研
究
所
と
の
情
報
交
換
会

表－１　ホームオフィスに関する様々な調査結果

●ホームオフィスの種類（分類試案）
　■雇用型ホームオフィス：週１日以上自宅で働く人雇用型テレワーカー（在宅勤務者、テレコミューター）

・事業型ホームオフィス：自宅に拠点をおく小規模事業者（在宅のＳＯＨＯ、SMEs、ＭＢ）

　・請負型ホームオフィス：雇用契約を結ばずに自宅で企業の仕事を行うテレワーカー（在宅ワー･カー、ホームワーカー、在宅就労者）

　　　ホームオフィスには、例えばボランティア活動の拠点なども大いに含まれるが、ここで行うのは、テレワーカーとして「自宅に仕事の拠

　　点機能を持つ人々」についての比較。
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・ゆとり感の増減は？ ・関係が良くなったかどうか？

・ＨＯ＝ホームオフィスの略。なお、この調査ではホームオフィスを「雇用型」、「独立型」に分類し、独立型を更に「請負型」と「事業型」に分けて捉えてみた。

・本研究会調査＝在宅ワーク研究会「在宅ワーカーの生活と仕事に関する調査」の略

・JIL-企業調査＝日本労働研究機構「情報通信機器の活用による在宅就業の実態と課題」'98の略

・JIL-FWORK調査＝日本労働研究機構「パソコンネットワークに集う在宅ワーカーの実態と特性」'98の略

・サテ協調査＝社団法人日本サテライトオフィス協会「日本のテレワーク人口調査研究報告書」'96の略



　
雇
用
対
策
と
し
て
の
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
の
流
れ
は
、

欧
州
に
お
い
て
一
層
明
確
に
み
る
こ
と
が
で
き

る
。
Ｅ
Ｕ
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
、
ま
ず

農
村
部
の
雇
用
創
出
の
視
点
か
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
に
着

目
し
た
。
以
後
、
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
は
、
失
業
問
題

へ
の
対
応
と
情
報
社
会
を
立
ち
上
げ
る
準
備
課
題
の

両
面
か
ら
重
要
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
情
報
社
会
に
即

し
た
市
場
環
境
の
模
索
、
将
来
へ
の
投
資
と
し
て
の

技
術
力
の
向
上
、
労
使
の
新
し
い
パ
ー
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
構
築
な
ど
の
視
点
か
ら
各
国
足
並
み
を
揃
え
た

推
進
が
目
指
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
的
意
向
の

外
で
も
、
企
業
に
お
け
る
取
り
組
み
、
モ
バ
イ
ル
ワ
ー

カ
ー
な
ど
「
無
意
識
の
」
テ
レ
ワ
ー
ク
の
拡
大
、
情

報
関
連
業
を
中
心
と
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｅ
。
の
増
加
な
ど
が

進
み
予
想
以
上
の
展
開
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
日
本
で
も
、
一
九
八
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
か
ら
、

大
都
市
及
び
そ
の
近
郊
を
中
心
に
自
宅
で
ワ
ー
プ
ロ

や
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
デ
ー
タ
入
力
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
作
成
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ザ
イ
ン
や
原
稿
書

き
な
ど
を
行
う
「
在
宅
ワ
ー
カ
ー
」
が
少
し
ず
つ
増

え
始
め
た
。
当
初
、
パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
て
の
自
宅

で
の
事
業
は
、
比
較
的
専
門
性
の
高
い
例
外
的
な
働

き
方
と
も
い
え
た
が
、
や
が
て
、
パ
ソ
コ
ン
の
低
価

格
化
、
パ
ソ
コ
ン
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
達
、
そ

し
て
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン
に
慣
れ
親
し
ん
だ
層
が

厚
く
な
っ
て
技
術
力
の
底
上
げ
が
進
み
、
一
九
九
〇

年
代
半
ば
に
は
首
都
圏
を
中
心
と
す
る
子
育
て
中
の

女
性
の
副
業
を
中
心
に
ま
す
ま
す
多
く
の
関
心
を
集

め
る
よ
う
に
な
り
、
「
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
バ
ブ
ル
」
と
も
呼

ば
れ
る
現
象
に
つ
な
が
っ
て
き
た
。
公
的
機
関
に
よ

る
テ
レ
ワ
ー
ク
推
進
に
も
、
障
害
者
や
高
齢
者
、
女

性
の
雇
用
機
会
拡
大
と
い
う
狙
い
が
加
わ
っ
た
。

③
―
効
率
的
な
組
織
運
営
の
視
点

　
②
と
も
関
連
が
深
い
が
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ

ト
に
気
づ
き
始
め
た
組
織
も
多
い
。
社
団
法
人
日
本

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
協
会
の
調
査
で
は
、
テ
レ
ワ
ー

ク
制
度
を
導
入
し
て
い
る
企
業
が
そ
の
理
由
と
し
て

「
オ
フ
ィ
ス
コ
ス
ト
の
削
減
」
、
「
知
的
生
産
性
の
向

上
」
、
「
勤
労
者
へ
の
ゆ
と
り
や
自
己
管
理
能
力
の
向

上
」
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
欧
州
や

ア
メ
リ
カ
で
も
、
情
報
通
信
関
連
産
業
な
ど
を
中
心

に
テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
験
・
実
践
が
広
が
り
、
公
的
機

関
に
も
自
ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
す
る
ケ
ー
ス
が
み

ら
れ
、
有
用
性
が
実
証
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
例
え
ば
、
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、
労
働
災
害
部
局
が

テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、
内
外
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

バ
ー
チ
ャ
ル
チ
ー
ム
が
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
共
有
す
る

こ
と
で
迅
速
か
つ
効
率
的
な
対
応
が
可
能
と
な
り
、

ケ
ー
ス
本
位
の
仕
事
に
結
び
つ
い
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
て
い
る
（
注
２
）
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
国
立
情
報

処
理
研
究
所
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
実
験
を
通
じ
て
研

究
職
以
外
も
含
む
ほ
と
ん
ど
の
職
種
で
テ
レ
ワ
ー
ク

が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
確
認
し
、
デ
ス
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
や
バ
ー
チ
ャ
ル
オ
フ
ィ
ス
な
ど
更
な
る
シ

ス
テ
ム
開
発
に
移
行
し
て
い
る
（
注
３
）
。
な
お
、

様
々
な
公
民
事
例
を
総
合
す
る
と
、
雇
用
型
テ
レ

ワ
ー
ク
で
は
、
週
二
日
程
度
の
在
宅
勤
務
が
、
デ
ス

ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
、
被
雇
用
者
の
孤
独
感
の
回
避
、

生
産
性
の
向
上
な
ど
か
ら
最
適
と
認
め
ら
れ
つ
つ
あ

る
よ
う
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
効
率
的
な
組
織
運
営
の
視
点
に
。
い
ち

早
く
気
づ
き
、
実
践
を
進
め
た
の
は
、
既
存
の
大
組

織
で
は
な
く
、
む
し
ろ
個
人
を
単
位
と
す
る
よ
う
な

小
さ
な
事
業
体
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
特
性
は
、
「
フ
ァ
ー
ス
ト
（
迅
速
性
）
」
、
「
フ

ラ
ッ
ト
（
横
の
つ
な
が
り
志
向
）
」
、
「
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
（
柔
軟
性
）
」
、
「
フ
ェ
ア
（
平
等
・
公
正
性
）
」
と

い
わ
れ
る
が
（
注
２
）
、
こ
れ
は
サ
イ
バ
ー
社
会
及

び
テ
レ
ワ
ー
ク
の
特
性
で
も
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
社
会

で
は
、
摩
天
楼
の
オ
フ
ィ
ス
に
い
て
も
、
郊
外
や
田

園
の
自
宅
に
い
て
も
関
係
な
い
。
問
わ
れ
る
の
は
、

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
価
値
自
体
で
あ
り
、
空
間
を
共
に

せ
ず
情
報
の
み
共
有
す
る
バ
ー
チ
ャ
ル
カ
ン
パ
ニ
ー

が
大
企
業
に
互
す
る
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行

す
る
こ
と
も
可
能
と
な
っ
て
き
て
い
る
。
情
報
社
会

の
新
し
さ
は
、
活
用
す
る
技
術
そ
の
も
の
で
あ
る
よ

り
、
そ
の
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ

る
組
織
運
営
の
新
し
い
可
能
性
に
あ
る
と
も
言
え

る
。

　
我
が
国
で
は
、
未
だ
に
大
き
な
組
織
に
よ
る
テ
レ

ワ
ー
ク
制
度
の
導
入
は
進
み
に
く
い
状
況
に
あ
る

が
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
の
進
展
、
育
児
や
介
護
と
の

折
り
合
い
へ
の
希
求
、
終
身
雇
用
の
ホ
ワ
イ
ト
カ

ラ
ー
を
抱
え
き
れ
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
企
業
経
営
側

の
事
情
な
ど
に
よ
り
、
「
多
様
な
働
き
方
」
の
一
形

態
と
し
て
進
展
し
て
い
く
こ
と
は
間
違
い
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

④
―
個
人
の
生
活
を
重
視
す
る
視
点

　
①
～
③
で
は
、
都
市
経
営
や
組
織
運
営
の
視
点
か

ら
テ
レ
ワ
ー
ク
を
眺
め
た
が
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
生

活
を
考
え
る
と
き
更
に
重
視
し
た
い
の
は
、
個
人
生

活
の
視
点
に
立
っ
た
見
方
で
あ
る
。
多
く
の
組
織
や

社
会
が
テ
レ
ワ
ー
ク
の
有
用
性
を
導
き
出
し
た
の
も
、

働
く
側
か
個
人
生
活
と
の
折
り
合
い
の
点
か
ら
こ
の

働
き
方
を
高
く
評
価
し
て
い
る
か
ら
他
な
ら
な
い
。

　
在
宅
ワ
ー
ク
研
究
会
で
は
、
一
九
九
七
年
度
か
ら

今
年
度
に
か
け
て
ト
ヨ
タ
財
団
の
研
究
助
成
に
よ
り

調査季報137号･ 1999.3●42

表－1　続き

●ＨＯに対する満足感 ●テレワークへの参加意向

●ＨＯの継続意向（独立型を中心に）



　
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
国
に
お
け
る
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス

の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
ー
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
比
較
研

究
」
を
実
施
し
、
興
味
深
い
結
果
を
得
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
日
本
、
北
米
、
欧
州
で
、
個
人
が

テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
を
ど
う
評
価
し

て
い
る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
様
々
な
既
存
調
査
の

結
果
か
ら
、
洋
の
東
西
、
雇
用
・
非
雇
用
を
超
え
て
、

テ
レ
ワ
ー
カ
ー
の
大
半
が
こ
の
働
き
方
に
メ
リ
ッ
ト

と
満
足
を
感
じ
て
い
る
こ
と
が
読
み
と
れ
た
。
特
に

独
立
型
の
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
（
Ｈ
Ｏ
）
が
、
様
々
な

困
難
を
感
じ
つ
つ
も
、
極
め
て
高
い
継
続
意
向
を
示

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
表
１
参
照
）
。
こ

れ
は
、
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー
カ
ー
が
、
こ
の
働
き

方
を
単
な
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
と
の
み
捉
え
て
い
る

の
で
は
な
く
、
生
活
と
仕
事
を
ト
ー
タ
ル
に
眺
め
、

自
ら
と
家
族
の
生
活
に
タ
イ
ト
な
「
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
」
と
し
て
捉
え
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
実
践
者
は
、
自
ら
と
家
族
の
あ
り
方

そ
の
も
の
を
見
直
す
機
会
に
否
応
な
く
直
面
し
、
こ

の
働
き
方
が
ハ
イ
テ
ク
を
活
用
し
な
が
ら
も
極
め
て

人
間
臭
い
側
面
を
持
つ
こ
と
に
気
づ
く
こ
と
に
な

る
。

　
日
欧
の
各
調
査
に
は
、
実
践
者
以
外
の
多
く
の
勤

労
者
や
子
育
て
世
代
の
女
性
の
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の
高

い
参
加
意
向
が
示
さ
れ
た
。
特
に
、
我
が
国
の
国
土

庁
が
、
東
京
近
郊
三
県
（
神
奈
川
、
埼
玉
、
千
葉
）

の
二
十
～
三
十
歳
代
の
女
性
を
対
象
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
、
回
答
者
の
九
割
が
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
の

参
加
意
向
を
示
し
て
い
る
こ
と
が
目
を
ひ
く
。

４
一
テ
レ
ワ
ー
ク
の
成
立
条
件

右
記
の
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
国
に
お
け
る
ホ
ー
ム

オ
フ
ィ
ス
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
比
較
研
究
」
で
は
、
日
本
、
北
米
、
欧
州
の
国
々

を
対
象
と
し
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
成
立
条
件
に
関
す

る
比
較
分
析
を
行
っ
た
。

国
々
（
南
方
型
社
会
と
呼
ぶ
）
に
比
べ
て
、
広
大
又

は
寒
冷
な
国
土
条
件
の
中
で
、
新
旧
様
々
な
情
報
通

信
手
段
（
電
話
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
等
）
が
複
合
的
に
導
入
さ
れ
て
い
る
。
国
土
利
用

は
分
散
的
で
大
都
市
の
形
成
は
少
な
い
が
、
中
小
都

市
が
発
達
し
、
都
市
人
口
比
率
が
約
八
割
と
高
率
で
、

都
市
的
社
会
が
進
展
し
て
い
る
。
ま
た
、
労
働
力
人

口
比
率
が
男
女
共
に
高
く
、
サ
ー
ビ
ス
業
従
事
者
が

三
人
に
一
人
程
度
と
高
い
。
少
子
高
齢
化
の
進
展
が

み
ら
れ
た
が
、
合
計
特
殊
出
生
率
の
回
復
が
み
ら
れ

る
な
ど
（
婚
外
出
生
の
増
加
が
顕
著
）
衰
退
に
歯
止

め
が
か
か
り
つ
つ
あ
る
様
子
も
み
ら
れ
る
（
表
２
参

照
）
。

Ⅱ
―
テ
レ
ワ
ー
ク
成
立
の
前
提

①
―
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
国
の
特
徴

　
ま
ず
、
地
球
的
な
規
模
で
テ
レ
ワ
ー
ク
の
進
展
状

況
を
鳥
瞰
し
て
み
た
あ
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
先
進
地
域

と
も
い
う
べ
き
北
米
、
欧
州
、
日
本
の
各
国
に
つ
い

て
テ
レ
ワ
ー
ク
人
口
（
但
し
雇
用
・
斐
雇
用
を
含
む
）

を
比
較
し
、
次
の
よ
う
に
分
類
し
た
。

・
Ⅰ
群
:
働
く
人
（
労
働
力
人
口
）
の
約
三
割
が
テ

　
　
　
　
レ
ワ
ー
カ
ー
（
ア
メ
リ
カ
）

・
Ⅱ
群
:
働
く
人
の
二
十
人
に
一
人
以
上
が
テ
レ
ワ

　
　
　
　
ー
カ
ー
（
カ
ナ
ダ
、
北
欧
諸
国
、
イ
ギ
リ

　
　
　
　
ス
、
ベ
ル
ギ
ー
）

・
Ⅲ
群
:
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
は
働
く
人
の
二
十
人
に
一

　
　
　
　
人
以
下
（
日
本
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
。

　
　
　
　
南
欧
諸
国
）

　
こ
の
よ
う
に
分
類
し
て
み
る
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が

先
進
国
の
中
で
も
「
北
高
南
低
」
の
傾
向
を
示
し
な

が
ら
進
展
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
傾
向
は

何
を
意
味
す
る
の
か
。
上
の
群
ご
と
に
サ
ン
プ
ル
国

を
抽
出
し
、
「
基
本
的
国
土
利
用
環
境
指
標
」
、
「
経

済
・
社
会
環
境
指
標
」
、
「
交
通
・
通
信
・
情
報
環
境

指
標
」
、
「
労
働
環
境
指
標
」
に
つ
い
て
既
存
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
の
比
較
を
行
っ
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
テ
レ

ワ
ー
ク
は
、
情
報
化
の
み
な
ら
ず
、
国
土
利
用
条
件
、

都
市
化
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
化
、
そ
し
て
、
社
会
の
歴

史
及
び
成
熟
化
と
密
接
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と
な
っ

た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
が
特
に
進
展
し
て
い
る
Ｉ
・
Ⅱ
群
の

国
々
（
仮
に
北
方
型
社
会
と
呼
ぶ
）
で
は
、
Ⅲ
群
の

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
③
新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

　
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
テ
レ
ワ
ー
ク
が
、
成
熟
し

た
社
会
と
自
立
し
た
個
人
生
活
を
前
提
と
し
た
上
に

成
立
し
て
い
る
こ
と
が
想
像
で
き
る
。

　
し
か
し
、
欧
州
を
例
に
と
っ
て
更
に
よ
く
み
る
と
、

特
に
南
方
型
社
会
を
中
心
に
発
達
し
た
伝
統
的
な
製

造
業
や
多
様
な
農
業
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
の
豊
か
さ

も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
（
我
が
国
も
東
洋
に
あ

り
な
が
ら
モ
ノ
づ
く
り
の
豊
か
な
南
方
型
社
会
に
属

す
る
）
。
先
進
社
会
は
、
モ
ノ
の
豊
か
さ
（
環
境
保

全
な
ど
の
面
も
含
め
て
）
を
前
提
と
す
る
壮
大
な
国

際
分
業
の
上
に
成
立
し
て
い
る
。
今
後
は
、
南
方
型

社
会
に
特
徴
的
な
伝
統
と
モ
ノ
づ
く
り
の
豊
か
さ
、

北
方
型
社
会
に
特
徴
的
な
柔
軟
で
新
し
い
シ
ス
テ
ム

を
社
会
全
体
で
共
有
し
て
い
く
方
向
が
望
ま
れ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
国
際
分
業
の
更
な

る
シ
ス
テ
ム
化
の
方
向
と
と
も
に
、
伝
統
的
な
産
業

分
野
及
び
都
市
・
農
村
が
新
し
い
情
報
シ
ス
テ
ム

（
テ
レ
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
も
含
む
）
を
積
極
的
に
導

＊労働力率:ＩＬＯ「労働統計年鑑｣。労働者と失業者の合計、失業

　率：経済庁｢月間海外経済データ'98.5｣、国連統計月報'98.3号、

　ＩＬＯr労働統計年間｣、サービス業人口：原本では｢コミュニティ、

　社会、個人サービス業｣。ここでは分類不可能も含めた。

＊インターネット接続ホストコンピュータ数: EITO'97 “Network

　Wizzards"のグラフを読みとった概数(資料：｢欧州テレワーク

　報告'97｣)。いずれも国連推計人口'96で算出。

＊65歳以上人口比率：国連人口統計･95、合計特殊出生率：世界銀

　行｢世界開発指標･98｣、将来人口推計：国連｢性年齢別世界人口

　'96｣中位推計値
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表－２　テレワーク先進国の主要指標の比較



入
す
る
こ
と
で
、
新
し
い
時
代
へ
の
対
応
力
を
獲
得

し
て
い
く
方
向
も
展
望
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
伝
統
的
な
社
会
が
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
取
り
込
ん

で
い
く
に
は
時
間
が
か
か
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
の
浸
透

に
つ
い
て
も
、
現
在
は
ま
だ
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
、

十
分
に
そ
の
効
果
を
享
受
し
え
な
い
地
域
が
あ
る
の

も
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
後
の
展
開
如
何
で
は
、

例
え
ば
Ｅ
Ｕ
の
中
で
最
も
縮
小
傾
向
に
あ
る
ポ
ル
ト

ガ
ル
や
イ
タ
リ
ア
の
社
会
が
情
報
化
及
び
テ
レ
ワ
ー

ク
ス
タ
イ
ル
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、
陽

光
豊
か
な
魅
力
的
な
都
市
に
生
ま
れ
変
わ
り
、
最
も

成
長
力
の
高
い
国
と
な
る
と
い
っ
た
シ
ナ
リ
オ
も
十

分
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
イ
ン
フ
ラ
と
な
る
の
は

教
育
（
情
報
技
術
教
育
、
伝
統
の
尊
重
を
基
本
と
し

つ
つ
新
し
い
物
を
取
り
入
れ
る
意
識
づ
く
り
な
ど
）

か
も
し
れ
な
い
。

③
―
横
浜
市
で
は
ど
う
か
？

　
横
浜
市
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
最
先
進
地
で
あ
る
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
市
と
同
様
の
人
口
規
模
で
あ
り
、
交
通
渋

滞
や
環
境
問
題
な
ど
の
都
市
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ

と
で
も
共
通
し
て
い
る
。
異
な
る
の
は
、
横
浜
が
首

都
東
京
に
隣
接
し
、
社
会
経
済
と
も
に
切
っ
て
も
切

れ
な
い
関
係
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

　
横
浜
市
民
の
通
勤
・
通
学
者
の
四
人
に
一
人
が

「
東
京
都
内
」
に
通
い
、
三
人
に
一
人
が
通
勤
・
通

学
先
ま
で
の
所
要
時
間
が
一
時
間
を
超
え
て
い
る

（
平
成
九
年
度
市
民
意
識
調
査
よ
り
）
。
そ
の
よ
う
な

状
況
下
で
は
、
夫
婦
二
人
が
常
勤
雇
用
者
と
し
て
働

き
続
け
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
こ
と
も
難
し
い
。
横

浜
の
女
性
の
年
齢
別
労
働
力
率
は
、
全
国
平
均
及
び

大
都
市
平
均
以
上
に
深
い
Ｍ
字
の
谷
を
つ
く
り
（
二

十
歳
代
後
半
以
降
の
女
性
就
業
率
が
低
く
、
再
就
職

率
も
低
い
)
、
顕
著
な
男
女
役
割
分
業
社
会
を
形
成

し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
横
浜
市
が
全
国
で
も
屈

指
の
市
民
活
動
の
盛
ん
な
都
市
と
な
っ
て
い
る
の

も
、
高
学
歴
で
経
済
的
な
ゆ
と
り
の
あ
る
女
性
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

横
浜
は
、
社
会
の
中
で
活
躍
し
た
い
、
働
き
た
い
女

性
の
意
向
、
時
間
的
・
体
力
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
生

活
を
し
た
い
と
い
う
意
向
が
高
い
都
市
と
い
え
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
横
浜
市
の
主
要
指
標
を
み
て
み
よ
う
（
表
３
）
。

こ
れ
ら
の
指
標
か
ら
、
横
浜
市
が
Ⅰ
に
い
う
北
方
型

社
会
と
南
方
型
社
会
の
中
間
的
な
位
置
づ
け
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
但
し
、
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
や
双
方
向
Ｃ
Ａ

Ｔ
Ｖ
と
い
っ
た
高
速
通
信
回
線
の
活
用
状
況
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
導
入
状
況
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
展
開
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
活
力
、
情
報
関
連
産

業
に
た
ず
さ
わ
る
人
材
面
の
力
な
ど
は
我
が
国
で
も

屈
指
の
水
準
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
普

及
を
展
望
す
る
と
き
、
北
方
型
社
会
に
近
い
（
あ
る

い
は
同
様
の
）
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
も
み
ら
れ
る
。
そ
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ど
う
評

価
し
、
活
か
し
て
い
く
の
か
、
誰
も
が
情
報
社
会
の

入
り
口
で
同
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
い
る
今
、

そ
れ
を
決
め
る
の
は
他
で
も
な
い
、
横
浜
自
身
で
あ

る
。

　
横
浜
と
い
う
都
市
で
、
市
民
・
企
業
・
行
政
が
ど

ん
な
方
向
に
向
か
う
か
は
、
横
浜
の
み
な
ら
ず
我
が

国
全
体
が
成
熟
社
会
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
情
報
社

会
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
を
築
こ
う
と
す
る
時
の
力
に

な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
握
る

の
は
誰
だ
ろ
う
？
そ
れ
は
恐
ら
く
一
つ
の
セ
ク
タ
ー

で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
旺
盛
な
市
民
と
民
間
企

業
の
知
恵
と
活
力
、
公
的
機
関
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

力
の
噛
み
合
い
が
ポ
イ
ン
ト
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。

５
一
テ
レ
ワ
ー
ク
は
都
市
生
活
を
救
う
か
？

　
筆
者
も
独
立
型
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
の
一
事
例
で
あ

る
。
こ
の
働
き
方
を
選
択
し
た
理
由
は
、
①
出
産
を

き
っ
か
け
に
常
勤
で
の
就
業
が
難
し
く
な
っ
た
こ
と
、

③
子
ど
も
と
暮
ら
す
た
め
に
危
機
管
理
体
制
を
整
え

る
必
要
を
感
じ
た
こ
と
、
③
子
ど
も
と
と
も
に
地
域

社
会
に
参
加
す
る
こ
と
で
地
域
プ
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て

の
資
質
を
高
め
た
か
っ
た
こ
と
、
な
ど
に
よ
る
。

　
自
宅
を
拠
点
と
す
る
生
活
に
入
っ
て
十
年
以
上
が

経
過
し
、
情
報
通
信
機
器
の
進
歩
と
と
も
に
仕
事
の

効
率
が
向
上
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
充
実
が
実
際
に
顔
を
合
わ
せ
る
機
会
の
増
加
を

促
進
す
る
作
用
が
あ
る
こ
と
も
知
っ
た
。

　
自
ら
の
仕
事
が
広
が
る
一
方
、
夫
の
家
事
・
育
児

分
担
が
増
え
（
彼
は
そ
こ
に
楽
し
み
を
見
い
だ
し
て

い
る
）
、
地
元
の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
横
浜
に
住
ん
で
五
年
、
ふ
る
さ

と
意
識
が
育
ち
つ
つ
あ
る
の
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
あ

る
。

　
そ
れ
で
は
、
在
宅
で
働
く
他
の
仲
間
た
ち
は
ど
ん

な
実
態
と
意
識
を
持
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

①
―
都
市
的
な
普
通
の
人
々
の
働
き
方
で
あ
る

　
在
宅
ワ
ー
ク
研
究
会
で
は
、
一
九
九
七
年
度
、
財

団
法
人
横
浜
市
女
性
協
会
の
助
成
に
よ
り
「
在
宅

ワ
ー
カ
ー
の
生
活
と
仕
事
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
た
（
表
４
参
照
）
。

　
こ
の
結
果
を
み
る
と
、
。
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
ワ
ー

カ
ー
が
大
都
市
周
辺
地
域
で
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
に
携

横浜市の主要指標表－３

・人口‥337万3110人（平成11年３月１日推計人口）

・高齢者人口比率‥13.9%（平成10年１月１日）

・合計特殊出生率‥1.26人（平成８年度）

・産業別人口比率‥1次0.6%、2次29.2％、3次70.2%

　（平成７年国勢調査）

・自動車保有率‥525台／千人

・電話加入回線数‥535本／千人

　（自動車及び電話＝平成10年３月末）　　　

･ISDN基本インターネットフェース契約回線数横浜市‥

　28本／千人（平成10年８月末）
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●結果の概要（抜粋）表－４在宅ワーカーの生活と仕事に関するアンケートの概要

●調査の概要

わ
る
普
通
の
人
々
で
、
自
ら
の
人
脈
を
資
本
に
比
較

的
自
律
的
に
働
い
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。
家
族
の

事
情
や
地
域
活
動
な
ど
を
み
て
も
他
の
同
世
代
の

人
々
と
異
な
る
傾
向
は
み
ら
れ
な
い
。
趣
味
活
動
や

消
費
者
活
動
な
ど
は
平
均
以
上
に
高
い
が
、
そ
の
他

の
地
域
活
動
へ
の
参
加
状
況
に
は
特
段
に
特
徴
が
み

ら
れ
な
い
。
在
宅
ワ
ー
ク
開
始
前
後
の
生
活
の
変
化

に
着
目
し
て
も
、
家
族
や
地
域
と
の
関
わ
り
に
変
化

は
み
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。

②
―
シ
ナ
リ
オ
を
描
く
の
は
こ
れ
か
ら

　
一
九
九
八
年
秋
、
欧
州
テ
レ
ワ
ー
ク
会
議
詣
と
欧

州
テ
レ
ワ
ー
ク
事
情
視
察
に
参
加
し
た
。
様
々
な
国

や
地
域
を
旅
す
る
と
、
パ
ソ
コ
ン
や
オ
ン
ラ
イ
ン
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
使
い
勝
手
や
活
用
方
法
が
、
日
本
あ
る

い
は
横
浜
の
自
宅
に
い
る
の
と
ほ
ぼ
同
様
、
ほ
と
ん

ど
違
和
感
が
な
い
こ
と
に
気
づ
く
。
様
々
な
都
市
の

空
港
や
ホ
テ
ル
で
、
携
帯
用
の
パ
ソ
コ
ン
に
向
か
っ

て
キ
ー
ボ
ー
ド
を
打
つ
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
姿
を
み
か

け
た
。
情
報
化
を
め
ぐ
る
技
術
的
、
社
会
経
済
的
な

グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
化
は
も
は
や
当

た
り
前
の
こ
と
と
な
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー

ド
の
確
立
期
を
迎
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
力
は
、
情
報

技
術
の
み
が
持
つ
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
都
市
化
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
化
、
人
口
構
成
の
成
熟
化
が
進
む
中

で
個
人
や
組
織
が
選
択
し
つ
つ
あ
る
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
で
あ
り
、
都
市
経
営
、
組
織
運
営
の
手
法
で
あ
り
、

そ
し
て
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
な
の
で
あ
る
。
情
報
技
術

は
そ
の
た
め
の
ツ
ー
ル
に
す
ぎ
な
い
。

　
逆
に
い
え
ば
、
情
報
技
術
を
活
か
し
て
人
や
組
織

に
有
用
な
ワ
ー
ク
ス
タ
イ
ル
ー
ビ
ジ
ネ
ス
ス
タ
イ
ル

一
　
特
集
・
多
様
化
す
る
働
き
方
と
こ
れ
か
ら
の
都
市
③
新
し
い
働
き
方
～
そ
の
動
向
と
課
題

を
築
い
て
い
く
に
は
、
組
織
も
個
人
も
自
ら
の
あ
り

方
を
見
直
し
、
望
ま
し
い
未
来
を
展
望
す
る
力
を
持

っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
情
報
社
会
の
入
り
口
に
た

た
ず
む
今
、
我
々
は
、
仕
事
と
生
活
の
新
し
い
関
係

づ
く
り
を
進
め
る
チ
ャ
ン
ス
を
手
に
し
て
い
る
。
テ

レ
ワ
ー
カ
ー
は
、
生
活
と
仕
事
の
あ
り
方
を
見
直
す

た
め
の
絶
好
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
い
る
は
ず
で
あ
る
。

都
市
横
浜
が
、
我
が
国
他
地
域
に
先
駆
け
て
そ
の
こ

と
に
気
づ
き
、
情
報
社
会
と
成
熟
社
会
の
シ
ナ
リ
オ

を
描
い
て
い
く
意
義
は
大
き
く
、
そ
し
て
そ
の
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
は
十
分
あ
る
と
み
え
る
。

③
―
Ｈ
Ｏ
Ｗ
。
（
ハ
ウ
ス
）
の
発
想
の
提
案

　
ア
メ
リ
カ
で
は
、
「
自
宅
」
が
様
々
な
ビ
ジ
ネ
ス

や
テ
レ
ワ
ー
ク
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
拠
点
と
な
る
傾
向

が
進
ん
で
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
半
ば
に
、
そ
れ
ら

を
総
称
す
る
「
パ
ワ
ー
ハ
ウ
ス
」
と
い
う
概
念
が
登

場
し
て
い
る
。
市
民
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、

あ
る
い
は
テ
レ
ワ
ー
ク
に
高
い
関
心
を
寄
せ
る
市
民

の
多
い
横
浜
に
こ
の
概
念
を
投
影
さ
せ
た
シ
ナ
リ
オ

を
描
い
て
み
る
の
も
一
つ
で
は
な
い
か
。
家
は
、
も

は
や
台
所
と
ベ
ッ
ド
の
あ
る
消
費
と
休
息
だ
け
の
場

所
で
は
な
い
。
地
球
規
模
で
広
が
る
サ
イ
バ
ー
社
会

へ
の
入
り
口
の
一
つ
で
あ
り
、
情
報
社
会
と
成
熟
社

会
を
構
築
す
る
実
験
と
創
造
の
場
と
し
て
の
資
質
を

備
え
つ
つ
あ
る
。

　
在
宅
ワ
ー
ク
研
究
会
は
、
前
掲
「
テ
レ
ワ
ー
ク
先

進
国
に
お
け
る
ホ
ー
ム
オ
フ
ィ
ス
の
ワ
ー
ク
ス
タ
イ

ル
こ
ワ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
比
較
研
究
」
を
「
Ｈ
Ｏ
Ｗ
ｓ

(
H
o
m
e
O
f
f
i
c
e
W
o
r
k
e
r
s
)
の
時
代
に
向
け
て
」

と
い
う
終
章
で
締
め
く
く
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
堀
越
地
域
計
画
研
究
室
代
表
）
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